
宇 宙 戦 略 基 金 勘 定 



宇宙戦略基金勘定 （単位：円）

資産の部

Ⅰ　流動資産

現金及び預金 588,578,730,661

前払金 13,637,481

前払費用 15,982,797

未収収益 89,059,450

未収金 10,298,422

賞与引当金見返　　（注） 36,808,934

流動資産合計 588,744,517,745

資産合計 588,744,517,745

負債の部

Ⅰ　流動負債

預り補助金等　　（注） 67,832,755,990

未払金 651,409,246

未払消費税等 443,222,000

預り金 5,327,511

賞与引当金 36,808,934

流動負債合計 68,969,523,681

Ⅱ　固定負債

長期預り補助金等　　（注） 519,774,994,064

固定負債合計 519,774,994,064

負債合計 588,744,517,745

純資産の部

Ⅰ　資本金

政府出資金 0

資本金合計 0

Ⅱ　資本剰余金

資本剰余金 0

その他行政コスト累計額　　（注） 0

資本剰余金合計 0

Ⅲ　利益剰余金

当期未処分利益 0

（うち当期総利益 0 ）

利益剰余金合計 0

純資産合計 0

負債純資産合計 588,744,517,745

（注）これらは、独立行政法人固有の会計処理に伴う勘定科目である。

貸　　借　　対　　照　　表

（令和７年３月３１日）
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宇宙戦略基金勘定 （単位：円）

Ⅰ 損益計算書上の費用

業務費 6,450,514,810

損益計算書上の費用合計 6,450,514,810

Ⅱ その他行政コスト 0

Ⅲ 行政コスト 6,450,514,810

行政コスト計算書

（令和６年４月１日～令和７年３月３１日）
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宇宙戦略基金勘定 （単位：円）

経常費用

業務費

人件費 462,689,199

賞与引当金繰入 36,808,934

研究材料費及び消耗品費 35,822,355

租税公課 5,372,926,100

役務費 455,544,951

その他の業務費 86,723,271 6,450,514,810

　　経常費用合計 6,450,514,810

経常収益

補助金等収益　　（注） 5,817,730,100

賞与引当金見返に係る収益　　（注） 36,808,934

財務収益

受取利息 595,975,776

　　経常収益合計 6,450,514,810

経常利益 0

税引前当期純利益 0

当期純利益 0

当期総利益 0

（注）これらは、独立行政法人固有の会計処理に伴う勘定科目である。

損　　益　　計　　算　　書

（令和６年４月１日～令和７年３月３１日）
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宇宙戦略基金勘定 （単位：円）

Ⅰ 業務活動によるキャッシュ・フロー

業務及び管理活動に伴う人件費支出 △ 448,584,272

業務及び管理活動に伴うその他経費支出 △ 11,479,642,488

補助金等収入 300,000,000,000

　　　　小計 288,071,773,240

利息の受取額 506,957,421

 業務活動によるキャッシュ・フロー 288,578,730,661

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △ 415,000,000,000

定期預金の払戻による収入 415,000,000,000

譲渡性預金の預入による支出 △ 49,000,000,000

譲渡性預金の払戻による収入 49,000,000,000

 投資活動によるキャッシュ・フロー 0

Ⅲ 資金増加額 288,578,730,661

Ⅳ 資金期首残高 300,000,000,000

Ⅴ 資金期末残高 588,578,730,661

キャッシュ・フロー計算書

（令和６年４月１日～令和７年３月３１日）
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注 記 事 項 

 

Ⅰ．重要な会計方針 

 

１．賞与引当金の計上基準 

役職員の賞与の支給に備えるため、賞与支給見込額のうち、当事業年度に負担

すべき金額を計上しております。なお、役職員への賞与のうち、宇宙開発支援基

金補助金により財源措置がなされる部分については、賞与引当金と同額を賞与

引当金見返として計上しております。 

 

２．消費税等の会計処理 

消費税等の会計処理は、税込方式によっております。 

 

Ⅱ．重要な債務負担行為 

 

重要な債務負担行為は 104,485,312,056円です。 

 

Ⅲ．貸借対照表関係 

 

１． 金融商品に関する事項 

(1)金融商品の状況に関する事項 

当機構は、資金運用については短期的な預金に限定しております。 

(2)金融商品の時価等に関する事項 

預金及び未払金は短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似することか

ら、注記を省略しております。 

 

Ⅳ．行政コスト計算書関係 

 

１．独立行政法人の業務運営に関して国民の負担に帰せられるコスト 

行政コスト 6,450,514,810円 

自己収入等 △595,975,776円 

独立行政法人の業務運営に関して

国民の負担に帰せられるコスト 5,854,539,034円 

 

Ⅴ．キャッシュ･フロー計算書関係 

 

１． 資金の期末残高の貸借対照表科目別の内訳 

現金及び預金  588,578,730,661円 

資金期末残高  588,578,730,661円 
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２． 重要な非資金取引 

 

該当なし 
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宇宙戦略基金勘定 （単位：円）

Ⅰ　当期未処分利益 0

当期総利益 0

Ⅱ 利益処分額

積立金 0

0

利益の処分に関する書類
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令和６事業年度

財務諸表附属明細書
宇宙戦略基金勘定

国 立 研 究 開 発 法 人  宇 宙 航 空 研 究 開 発 機 構



１．引当金の明細

（単位：円）

目的使用 その他

482,641 36,808,934 482,641 0 36,808,934

482,641 36,808,934 482,641 0 36,808,934

期末残高区分

賞与引当金

計

期首残高 当期増加額
当期減少額

摘　要
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２．運営費交付金以外の国等からの財源措置の明細

（１）補助金等の明細

（単位：円）

建設仮勘定
見返補助金等

資産見返補助金等 資本剰余金 長期預り補助金等 預り補助金等 引当金見返 収益計上

300,000,000,000 0 0 0 264,759,475,584 35,240,524,416 0 0

300,000,000,000 0 0 0 264,759,475,584 35,240,524,416 0 0

（２）長期預り補助金等の明細 （単位：円）

257,432,034,379 264,759,475,584 2,416,515,899 519,774,994,064

257,432,034,379 264,759,475,584 2,416,515,899 519,774,994,064

計

区　　分 当期交付額
左の会計処理内訳

摘要

宇宙開発支援基金補助金

区　　分 期首残高

宇宙開発支援基金補助金

計

当期増加額 当期減少額 期末残高 摘要
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３．役員及び職員の給与の明細

（単位：千円、人）

千円 人 千円 人

職　　員 413,484 38 0 0

合　　計 413,484 38 0 0

（注）

（１）　職員に対する給与及び退職手当の支給基準の概要

　職員の給与及び退職手当については、国立研究開発法人宇宙航空研究開発機構職員給与規程、在外職員給与規程、任期制職員給与規程及び職員退職手当支給規程に基づき支給しております。

（２）　職員の給与の支給人員は、年間平均支給人員数を記載しております。

（３）　本表の支給額合計には、福利費を含んでいないため、損益計算書上の人件費とは一致しておりません。

区　　分
報　酬　又　は　給　与 退　　職　　手　　当

支　給　額 支　給　人　員 支　給　額 支　給　人　員
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４．重要な債務負担行為の明細
（単位：円）

NO. 件　　　名 翌期以降支払金額

1 【基金補助】(1)高圧水電解システムの開発 (2)水素/酸素の昇圧・貯蔵技術（テーマ：再⽣型燃料電池システム） 21,523,098,000

2 【基金補助】小型SAR衛星の量産・打上げと段階的性能向上（テーマ：商業衛星コンステレーション構築加速化） 16,464,008,666

3 【基金補助】光通信衛星コンステレーション構築及びシステム実証に係る技術開発（テーマ：商業衛星コンステレーション構築加速化） 14,985,562,000

4 【基金補助】小型SAR衛星の量産加速化及び競争優位性確立に向けた機能強化（テーマ：商業衛星コンステレーション構築加速化） 8,465,554,000

5 【基金委託】高頻度打上げに対応する射場・宇宙港を目指した地上系基盤技術（テーマ：将来輸送に向けた地上系基盤技術（B）） 6,959,529,000

6 【基金補助】米国商業宇宙ステーションへの物資補給システム技術開発、次世代近傍通信システム技術開発（テーマ：国際競争力と自立・自在性を有する物資補給システムに係る技術） 6,183,774,000

7 【基金補助】自律飛行機能等を有する低軌道モジュールの基本システム設計（テーマ：低軌道自律飛行型モジュールシステム技術） 5,203,078,000

8 【基金委託】将来ロケットへ搭載可能な大型精密部品への金属3D積層技術の確立（テーマ：宇宙輸送機の革新的な軽量・高性能化及びコスト低減技術（B-1）） 3,897,140,000

9 【基金委託】固体モータ需要を見据えた主要材料量産化技術の確立と機能検証（テーマ：固体モータ主要材料量産化のための技術開発） 3,886,591,000

10 【基金委託】月測位システム実証衛星及び主要サブシステムの開発（テーマ：月測位システム技術） 3,281,812,000

11 【基金委託】再使用型ロケット利用に向けた洋上回収船に係る要素技術構築（テーマ：将来輸送に向けた地上系基盤技術（A）） 2,886,547,000

12 その他 10,748,618,390

合　　　計 104,485,312,056

（注） 当事業年度以前に契約済であるが、年度末時点において未履行のもので翌期以降の支払金額が２０億円以上のものを個別に記載しております。
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５．セグメント情報

セグメント情報は、勘定区分と同一のため省略している。

６．主な資産、負債、費用及び収益の明細

（１）現金及び預金

（単位：円）

NO.

1

合 計 588,578,730,661

普通預金 588,578,730,661

種 類 金 額
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